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VMばかりが注目されるクラウドだが、
実はVMへのアクセス手段が最も重要！
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今日のテーマ

クラウドと言えば、膨大な数のVMを用意して、分散したサーバ
の統合や手元のPC環境を仮想クライアントに集約することで注
目を浴びています。Ο�

しかし、みなさんがあまり気付いていない課題として、そうしたク
ラウド内のVMにネットワーク越しにどのようにアクセスするのか
があまり語られていません。

Ο�通常は、クラウドのVMから社内システムへはアクセスできない
のです。
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まずは、クラウドの理解を共有しましょう
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クラウド・コンピューティングとは

複数のユーザへ、ネットワーク越しに、
複数のマシンを提供するサービス

クラウドセンタ

マシン

Ａグループ Ｂグループ

マシン マシン マシン

ユーザ ユーザ ユーザ ユーザ

ネットワーク
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クラウドって、いろいろあるのをご存知ですか？
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オープン・クラウド

PC PC PC PC

PC PC PC PC

192.168.1.10 192.168.1.11

72.21.192.10

172.16.1.10 172.16.1.11

72.21.194.10

192.168.1.10 192.168.1.11

10.41.1.10 10.41.1.11

72.21.193.10

72.21.195.10

VM VM

VM VM

Ａ社 Ｂ社

Ｃ社 Ｄ社

センタ側が割り振る
グローバルアドレス

オープン・クラウド・センタ

レイヤ３のIP接続
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インターナル・クラウド

インターナル・
クラウド・センタ

６階フロア

５階フロア

プロジェクト共有
ファイルサーバ

プロジェクト共有
開発サーバ ・・・

インターナル・クラウド・センタの
2つのサーバを共有する
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セキュア・クラウド

PC PC PC PC

PC PC PC PC

VPN装置

VPN装置

VPN装置

VPN装置

192.168.1.10 192.168.1.11

172.16.1.10 172.16.1.11

192.168.1.10 192.168.1.11

10.41.1.10 10.41.1.11

Ａ社 Ｂ社

Ｃ社 Ｄ社

192.168.1.12

172.16.1.12

192.168.1.12

10.41.1.12

VM VM

VM VM

VPN装置 VPN装置

VPN装置VPN装置

お客様が割り振る
社内アドレス

レイヤ２のブリッジ接続 （レイヤ３でも可能）

IPアドレスが同じでも
別々のネットワーク
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３つのクラウド・コンピューティング

AppExchangeGoogle Apps
EC2

Windows Azure

オープン・クラウド

インターナル・クラウド

A社
インターナル・クラウド

B社

セキュア・クラウド
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では、セキュア・クラウドの魅力を紹介しましょう
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その前に、どのクラウドでもできることは何ですか？
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Case 1 高性能な開発サーバがすぐにほしい

それぞれの協力会社に頼んでいたサブシステムを統合してテ
ストし始めたところ、コミュニケーション不足もあり、あちらこちらで
不具合が出始めました。当然、プロジェクトは遅れ始めています。
そこで、あなたは、エンジニアを増員して工程の遅れを取り戻した
いと思っています。

まず、日頃付き合いのある協力会社に泣きついて、追加のエン
ジニアは来週から順次来てもらえることになりました。また、彼ら
のPCもレンタル会社にストックがありなんとかなりそうです。

ところで、エンジニアが増えたので、彼らが使う開発サーバも台
数を増やさないと開発効率はなかなか上がりません。しかし、開
発サーバには４GBのメモリと１TBのディスクが必要で、こうした
高性能なサーバが来るのは２週間後になりそうです。

こういう時、あなたならどうしますか？
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Case 1 開発サーバとしての利用

開発サーバ

192.168.10.0/24

192.168.20.0/24

【メリット】 必要になった時、CPU
やメモリ、ディスクをすぐに増強で
きる。
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Case 2 再開する時はすぐにサーバを準備したい

あるお客様から受注したシステムを無事納入しました。しばらく
は、今回のシステムで運用していくことになりますが、いろいろ細
かいエンハンスも発生することが予想されるので、すでにお客様
にエンハンスの費用を確保してもらっています。

エンハンスの内容や時期はお客様の現場の意見で大きく変わ
るため、いまの段階で計画は立てられないのですが、リクエスト
が来れば、すぐに対応して本番システムをエンハンスする必要が
あります。

ところで、この場合、開発で使っていたサーバを他のプロジェク
トで流用していいのかどうかが悩ましいです。他のプロジェクトで
サーバが足りないようですが、かといって流用してしまえば、突然
エンハンスしなければいけない時にサーバが準備できません。

こういう時、あなたならどうしますか？
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Case 2 保守（待機）サーバとしての保管

開発サーバ

VMの電源を落として、そのまま
保管しておく。

192.168.10.0/24

192.168.20.0/24

（待機）サーバ

通常電源OFF
保守のみ利用

【メリット】 いらない時はサーバの
電源をOFFにしてリソースを他のプ
ロジェクトに割りあて、必要な時は
電源をONにしてすぐに利用できる。
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では、次のような注文に応えられますか？
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Case 3 協力会社と設計ドキュメントを共有したい

あるお客様からシステムを受注しました。あなたは、あなたの部
隊と協力会社とで共同で開発することにしました。協力会社を使
うことはお客様にも了解を得ています。ただし、情報管理にはくれ
ぐれも細心の注意を払うように釘を刺されています。

あなたは、協力会社にエンジニア全員をあなたのオフィスに来
てもらうように依頼しましたが、協力会社のリーダが他のプロジェ
クトと掛け持ちしておりすぐには難しいようです。そのため、分散
してプロジェクトを進めることになりました。

ところで、あなたの部隊と協力会社の間では頻繁に情報をやり
とりすることになります。やりとりする情報を暗号化してメールに
添付することにしていますが、万が一、メールアドレスの補完を間
違えると、関係のないところに情報が行きかねません。

こういう時、あなたならどうしますか？




